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　 1．　 は じ め に

　 先 に 、釘 1小 石 な ど を 含 む 解 体 木 材 を 破 砕 し て 得 た 木 片 に 、ラ ワ ン 木 毛 を 20 ％
一

様 に 混 合 し 、セ メ ン ト を 結

合 材 と し て 、加 圧 成 型 し た 木 片 セ メ ン ト 板 は 、釘 打 ち が で き、か つ 10kgf ／ cm2 で 加 圧 成 型 し た も の は 、一
般 市

販 木 毛 セ メ ント板 か よ び 木 片 セ メ ン ト 板 と 同 様 に 、内 装 下 地 ボ ード ，野 地 板 ，タ タ ミ 下 地 板 ，各 種 コ ー
ア 板 と し

て 使 用 で き る 可 能 性 を 報 告 し た ．
1）

本 報 告 は 、  木 毛 を 板 の 両 表 層 部 に 積 層 し 、板 の 内 部 （ ・ 一
ア 部 ）は 解 体 破 砕

木 片 で 構 成 し た 木 片 セ メ ン ト 板 お よ び   こ の 木 毛 を
一

様 に 混 入 し た 木 片 セ メ ン ト板 に つ h て 物 理 的 性 質 を 実 験 し、

実 用 化 を 更 に 進 め る た め の 具 体 的 な 資 料 を 得 る と と を 目 的 と し て い る 。

　 Z 　 木 片 お よ び 木 毛 の 製 造 方 法

　 木 片 は 既 往 の 研 究 に も と づ き、古 木 材 か ら シ ＝レ

ッ ダ ー型 破 砕 機 を 使 用 し て 製 造 し た 。 木 毛 は 、JIS

A 　5404 （木 毛 セ メ ン ト 板 ） に 適 合 す る も の で あ る 。

　 3，　 木 片 セ メ ン ト板 の 材 料 ・調 合 ・製 造 方 法

　 （1）　 使 用 材 料

D 　セ メ ン ト ： セ メ ン ト は 普 通 ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン

ト を 使 用 し ft 。

の 　木 片 k よ び 木 毛 （写 真
一1 ） ： 使 用 し た 木 片 の

ア ス ペ ク ト 比 を 表
一1 に 示 す 。 A 木 片 は （杉 ：古木 材 ）、

B 木 片 は （ 米 栂 ： 新 材 端 切 ） を 破 砕 し た も の で 、繊

維 方 向 に 細 長 な 形 状 を 有 し て い る 。木 毛 は ニュージ

ー
ラ ソ ド 松 で 長 さ 約 100n に 切 断 し て 使 用 し た 。

　 働 　 木 片 セ メ ン ト 板 の 調 合 ： 木 片 セ メ ン ト 板 の 調

合 を 表
一2 に 示 す。水 セ メ ン ト 比 は 55 ％ と 60 ％

鋸
”

灘
A 木 片 　 　 　 　 　 　 B 木 片

　 　 　 　 写 其
一1　 木 片 の 形 状

木 毛

　 　 写 真 一2 　 木 片 セ メ ン ト板 の 表 面 状 態

表
一2 　 木 片 セ メ ン ト板 の 調 合
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と し 、一様 混 入 の 場 合 、木 片 ： 木 毛 m1 ：0，S ：2，4 ：2，3 ：2 と し た （図 一3 参 照 ）。

　   　供 試 体 寸 法 ： 木 片 セ メ ン ト 板 の 寸 法 は 、厚 さ 20 ，40mo と し 、幅 400   ，長 さ 400ma と し た 。

　（4 　 供 試 体 成 型 方 法 ； 供 試 体 の 成 型 は 木 裂 型 わ く を 用 い 穴 。 加 圧 は ブ レ ス 装 置 に よ b1 ‘げ当 り　0 　（約 0．1 ），

5 ，　 IOkgf ／   の 初 期 成 型 圧 力 を 載 荷 し た 後 締 金 具 で 拘 束 し、 24 時 間 （室 温 ； 約 25 ℃ ） そ の ま ま 静 置 し て

セ メ ン ト の 硬 化 後 脱 型 し ft。供 試 体 の 表 面 状 態 を 写 真
一2 に 示 す 。

　 ｛5｝　 養 生 方 法 ： 木 片 セ メ ン ト 板 の 養 生 方 法 は 、脱 型 後 Zo ℃ 空 気 中 で 材 令 2s 日 ま で 封 か ん （ ビ ＝＝一ル 袋 中 ）

養 生 し 、以 後 14 日 間 20 ℃ 空 気 中 養 生 と し た 。

　 4．　 試 験 方 法

　 （1）　 強 度 試 験 ： JIS 　A 　 140S （建 築 ボ
ー

ド 類 の 曲 げ 試 験 方 法 ）に 準 じて 行 っ た 。中 央 部 の ftわ み 量 は 、ダ

イ ヤ ル ゲ ージ 1 ／ 100rm を 使 用 し て 測 定 し た （図 一1 参 照 ）。曲 げ 強 度 は 供 試 体 5 枚 の 平 均 値 と し た 。

　   　 釘 打 ち 試 験 ： 長 さ 50rm の 普 通 丸 釘 を 大 工 用 金 鎚 を 用 い て 図 一2 に 示 す × の 位 置 に 打 ち、隅 角 部 4 ケ 所 に

つ い て は ひ び わ れ や 裏 面 剰 離 な ど の 観 察 を 行 な い 、中 心 部 に つ い て は 何 回 で 打 抜 け る か を 試 験 し た 。

　   　 釘 の 引 抜 き 試 験 ts よ び 釘 頭 引 抜 き 試 験 ： 木 片 セ メ ン ト 板 に 打 込 ん だ 釘 を 図 一4 に 示 す よ う に ア ム Pt ラ ー型

20t ・n 万 能 試 験 機 を 用 い て 引 抜 き、引 抜 き 荷 重 P と 釘 頭 引 抜 き 荷 重 P
’
を 測 定 し た 。

　 C4　 切 断 試 験 ： 電 動 式 丸 鋸 を 使 用 し 、木 片 セ メ ン ト 板 を 切 断 す る の に 必 要 ft消 費 電 力 量 を 自 動 記 録 し た 。

　 〔5）　 難 燃 性 試 験 ； JIS 　A 　 l321 （建 築 物 の 内 装 材 料 及 び 工 法 の 難 燃 性 試 験 方 法 ） に 準 じ て 行 っ た 。

　 5．　 結 果 詮 よ び 考 察

　 S1 　 曲 げ 強 度 に つ い て

　〔1，　 ブ レ ス 圧 と 曲 げ 強 度 の 関 係 を 図 一5 に 示 す 。
フ

’
レ ス 圧 が 0 ，5 ，10kgf ／ ‘房 と 増 え る と 曲 け 強 度 は ほ ぼ

直 綿 的 に 大 き く な って い る 。ま た A 木 片 板 と B 木 片 板 を 比 較 す る と、B 木 片 板 の 曲 げ 強 度 は A 木 片 板 よ り 約 2 倍

の 大 き さ と な っ た 。 B 木 片 （拇 材 ） は 寸 法 の 大 き い 部 分 で ア ； ベ ク ト 比 が 大 き ぐ 、写 真 に 示 す よ う に 全 休 の 形 状

も よ く、引 張 側 va　tS い て 繊 維 補 強 が A 木 片 よ b 有 効 に 働 い ftと 考 え ら れ る 。　 A 木 片 は や や 丸 み が 多 く、軟 質 で 、
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か っ 禾 片 か ら の 溶 出 物 に よ リ セ メ ン ト の 水 和 が 阻 害 さ れ た よ う で あ った 。　 　　　　　　　　　　　 の 関 俵

　 〔2）　 木 毛 を 表 層 に 積 層 し た 場 合 ： 構 成 比 と 曲 げ 強 度 の 関 係 を 図
一a7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表
一．3　本 木片板 の 曲げ強 匪 と市 販品 と の 比較

に 示 す 。こ の 図 に よ る と、曲 げ 強 度 は 木 毛 の 積 層 厚 さ が 大 き い 程 大 き く

な っ て b る D こ れ は 引 張 に 有 効 な 木 毛 が 表 層 に 積 層 さ れ た 亢 め で あ る 。

な 診 ブ レ ス圧 が 5kgf ／ c罐 程度 に お い て 木 毛 の 表 層 補 強効 果 が 大 きい 。ブ レ ス 圧

10kgl ／   と な る と、木 毛 の 積 層 を 行 な わ な くと も、可 成 り大 き な 曲 げ強 度 を 示

し、木 毛 積 層 効果 が そ れ 程 見 られ な い o

A 木 片 は 形 状 が 悪 く、プ レ ス 圧 5kgf ／ 誡 　の 場 合 ，木 毛 積 層 の 効 果 が

顕 署 に 認 め ら れ た 。水 de メ ン ト 比 の 影 響 は 図
一6 に 示 す よ う に w ／ 055

　　 m プ レ ス 圧 10　kg レ／‘M

％ の 方 が w ／ 060 ％ よ り 5 〜10kgf ／ ご謡大 き い 曲 げ 強 度 を と った 。

　C3〕　木 毛 を
一

様 に 混 入 し た 場 合 ： 混 入 量 と 曲 げ 強 度 の 関 係 を 図
一 8 に 示 す 。木 片 ： 木 毛 の 比 が 4 ： 2 で 朗 げ 強

度 が 低 下 し て い る D こ の 理 由 は 明 ら か で な い が 、圧 密 が 充 分 に 得 ら れ な か っ た た め と 思 わ れ る 。

　 B 木 片 の 場 台 、板 の 両 表 層 部 に 木 毛 を 積 層 し ft方 が 強 度 改 善 が 顕 著 で あ り、A 木 片 の 場 合 、木 毛 を
一

様 に 混 入

し た 方 が 強 度 改 善 が 署 し か っ ft。こ れ は 木 片 の 粒 形 と粒 度 構 成 に 関 係 す る よ う に 考 え ら れ る が 今 後 の 課 題 で あ る 。

　 C4）　板 厚 と 曲 げ 強 度 と の 関 係 を 図 一9 に 示 す。木 毛 の 積 層 に よ って 曲 げ 強 度 は 改 善 さ れ る が 、そ の 様 相 は 板 厚

に よ っ て 、若 干 相 違 し た 。 こ れ は 同
一ブ レ ス 圧 で も 板 厚 に よ っ て 圧 密 の 程 度 が 異 な る ftめ で あ ろ う 。

　 （5）　 比 軍 と 曲 げ 強 度 の 関 係 を 図 一10 に 示 す 。板 厚 が 同 じ 場 合 、比 重 は プ レ ス 圧 が 大 き く k る と 大 き く な っ て

い る 。ま ft比 重 が 大 き ぐ な る と 曲 げ 強 度 は ほ ぼ 直 線 的 に 大 き ぐ な っ て い る 。

　   　JrsA 　5404 （木 毛 セ メ ン ト 板 ）お よ び Jls 　A5417 （木 地 セ メ ン ト 板 ）に 適 合 す る 市 販 品 の 曲

げ 強 度 を 表
一3 に 示 す 。

B 木 片 板 は 硬 質 木 片 セ メ ノ ト板 を 除 い て 、十 分 大 き tt強 度 を 示 し た が ．　 A 木 片 板 の 場 合

は ブ レ ス 圧 10kgf ／   で ほ ぼ 市 販 の 普 通 木 片 セ メ ン ト 板 と 同 じ 曲 げ 強 度 を 示 し た 。

　 5．2 　 た わ み 量 に つ い て

　 （1）　 プ レ ス 圧 と ft わ み 量 の 関 係 を 図
一11 に 示 す 。木 毛 積 層 板 の 最 大 曲 げ 荷 重 時 の 尭 わ み 量 は 約 3rvn 前 後 と な

り、プ レ ス 圧 の 影 響 は み ら れ な い 。破 砕 木 片 単 味 の も の は ブ レ ス 圧 が 大 き く な る と ft わ み 量 は 減 少 し て い る 。

　   　構 成 比 と た わ み 量 の 閧 係 を 図
一12 に 示 す 。表 層 部 の 木 毛 の 量 が 多 く 啀 る と 最 大 た わ み 量 は 小 さ く k る 傾

向 を 示 し た 。 こ れ は 木 片 単 味 の 板 に 比 し 、木 毛 積 層 板 は 曲 げ 強 度 が 大 き く 、板 の 剛 性 が 大 と な っ ftた め で あ ろ う 。

　   　 曲 げ 応 力 度 と た わ み 量 の 関 係 を 図 一13 に 示 す 。 A 木 片 板 の 場 e 、講 成 比 1 ： 5 ： 1 の 時 、曲 げ 応 力 度 は

小 さ い が た わ み 量 は 極 端 に 大 き く な っ た 。

　 5．3 　 釘 打 ち 試 験

　釘 打 ち 試 験 結 果 を 表 一4 に 示 す o 釘 打 ち に よ る ひ び わ れ や 裏 面 剰 離 は ほ と ん ど な か っ た 。 打 抜 き 回 数 は 、A 木

片 板 、B 木 片 板 と も 表 層 部 に 木 毛 を 積 層 し た も の の 方 が 少 な ぐ な っ ft。　プ レ ス 圧 が 大 き く な る に つ れ て 打 抜 き 回

数 が 増 え ft 。
　 B 木 片 板 の 方 が A 木 片板 よ り 曲 げ 強 度 が 大 き い た め 釘 の 打 抜 き 回 数 は 大 き く な っ た 。

供 試 体 名 叛 厚
（跚）

．
暫麟

気 乾 比重

。 木 片板
・ ω ：’ ：°

　 　 　 　 （L3 ： 1 ）

102D3128L ．L51
．30

　　　 燕 （。 エ 。）
B 木片板
　　　　 （且 ： 3 ： 1 ）

2D2055531 ．151
．z7

木 毛 　セ 　メ　 y 　 卜 板

　　（JISA5404 ）

2G304D362522 α 490

．虚 9

α 65

木 片 セ〃 卜板 普 迪

（JISA54 且9 〕　 硬 質

301222101o ．75LO8
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ー
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一

IS 　プ レ ス 圧 と 消費 電 力 量 の 関 係
図 一
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釘打ち圏数

　 （回 ）

　　（注〕

破損執況

 

o ： 1：01
：3rLo

．呂 30

．902

．62
．o1

／ 1 ら

1／  

｝
｝

一
一

一
『

50

：ド 01

： 3乙監

1、09L
，093

．6a
．4o

／ 160

／ L69

．961
．022

、呂
2．呂

o ／ 16L

．／ 】6

loo

」取二 〇

1 ： 3 ： 1

夏．達 5L

．305
．45
．o

蓋 ／ 三 60

／ 16LogLO54

．上

13．岨
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試 　 験　 体 　 名 排気温 度 曲 線   裏面亀裂 残炎   発煙

プ レ ス 圧
　 　 　 　 　 1 ： 5 ； 1
　 0 （k呂轜 ）

米

栂

帆

55 弼
ブ レス 圧

LO （K呂％   ）

0 ； 1 ： 01

：5 ：1

ooo な し

な し

な し，

GOO 051

木 毛 弋 メ ン ト 板
（Ji 纂 λ 540 め

o な 廴． 2L1

木 毛 聖 メ ン 　ト板

（」星 s へ 5419 ）

普 通

硬 質

Oo な し

左 し

Oo42

（注）　分 母 は 試 験体 数 ．分 子は 敬損 した 試験体数
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：3tje

　 5．4 　 釘 の 引 抜 き 試 験

　 ｛1）　 釘 の 引 抜 き 試 験 結 果 を 図
一 1 毫 に 示 す 。プ レ ス 圧 が 大 き く な る に

つ れ て 、釘 の 引 抜 き 荷 重 P は 大 き く な っ て い る 。こ れ は ブ レ ス 圧 が 大 き

い と s 木 片 セ メ ン ト 板 が 密 実 に な り 強 度 も 大 き い た め で あ る 。ま ft、表

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20e

層 部 の 木 毛 の 量 が 増 え る に つ れ て 引 抜 き 荷 重 は 小 さ く な っ て い る 。市 販 （
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ
の 木 毛

・
セ メ ン ト 板 と 比 較 す る と、約 10 接 の 引 抜 き 溝 重 が あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ

　   　 釘 頭 の 引 抜 き 試 験 結 果 を 図 一15 に 示 す o ブ レ ス 圧 が 大 き く な る

と 釘 頭 の 引 抜 き 荷 箪 F が 大 き く な り、ま た 表 層 部 の 木 毛 の 量 が 増 え る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 監oe

引 猿 き 荷 重 は 小 さ く な っ て い る 。市 販 の 宋 毛 セ メ ン ト 板 と 比 較 す る と、

ど の 供 試 体 も こ れ よ b 引 抜 き 荷 重 は 大 き か っ た 。　　　　　　　　　　 r，、il

　 55 　 切 断 試 験

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10 　 9 　 H 　 7 　 δ　 「　 4 　 　：1　 2 　 1　 0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 紛 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図

．−17 　 難 燃性 試験 結果

　 切 断 試 験 の 結 果 を 図 一16 に 示 す e プ レ ス 圧 に 比 例 し て 、消 費 電 力 量 は 大 き く， B 木 片 板 は A 木 片 板 よ り 消 費

電 力 量 が 大 き く、ま た 水 セ メ ン ト 比 が 小 さ い と 消 費 電 力 量 は 大 き い
。 こ れ は 曲 げ 強 度 が 大 き い 亢 め で あ る 。

　 s6 　 難 燃 性 試 験

　 難 燃 性 試 験 の 結 果 を 表 一5 ，図 一17 に 示 す 。 各 試 験 体 と も防 火 上 有 害 な 亀 裂 ，変 形 k ど な く、　
”
排 気 温 賦 曲

線 100CC 以 下
”
、　

“
残 炎 が 加 熱 終 了 後 30 秒 以 上 ftレ、 こ と气　

“
発 煙 係 数 が 60 以 下

”
で あ b 、　 JIS に 規 定 さ

れ て h る 難 燃 2 級 の 範 囲 に 十 分 適 合 す る 値 と な って h る
。

　 6．　 む す び

　 今 回 行 っ ft実 験 結 果 か ら 次 り こ と が い え る 。 JIS 規 格 の 木 毛 セ メ ン ト板 や 普 通 木 片 セ メ ン ト 叛 と 比 較 す る と 、

曲 げ 強 度 や 釘 の 引 籔 き か よ び 難 燃 性 な ど に 語 い て 優 れ て か ll、各 種 下 地 ボ
ード ，内 装 材 と し て 充 分 使 用 に 耐 え る

も の で あ る 。本 研 究 tt昭 和 57 年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 の 勧 成 を 受 け て 行 っft も の で あ る 。
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